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A.グ レー ゼル の 「図 書館 員 論 」 につ い て

1　 は じめに

　 情報 科学 の急速 な発 展 に よ り図書館 界 に も大

きな変革が もた らされた。その最大 のものは、図

書資料 を検 索す るた めの 目録 カ ー ドがパ ソコン

を使 ったOPAC(オ ンライ ン閲覧 目録)へ と進

化 した こ とで あろ う。図書館の扱 う資料 も、従来

の手 に取 って読 める本や雑誌だ けで な く、ウェブ

(World　 Wide　 Web)を 通 じて全世界 のネ ッ トワ

ー ク情 報 がパ ソコンの画 面 に表示 され る よ うに

なった。本 の 目録情報だ けで な く、そ の本 のペー

ジその ものがパ ソコン上 で読 める時代 にな った

ので ある。この よ うな変革 の時代 にあっては図書

館員 にも当然、新た な使命 が期待 され るであろ う。

　 古代 エ ジプ トのア レキサ ン ドリア図書館 で蔵

書 目録 を編纂 したカ リマ コス をは じめ として、そ

れぞれ の国家 ・文化 のなかで図書館 が生 まれ、司

書や学芸員が活躍 してきた と思 われ るが、図書館

員 とい う職業 が公 に認 め られ てきたの は、18,

19世 紀 になってか らで あろ う。そ の間、図書館

員 のあ り方 につ いて も さま ざまの論 が生 まれ て

きたで あろ うが、特 に、有名 なもの として19世

紀 ドイ ツ、ドレスデ ン王立 図書館長工一ベル ト(F.

A.Ebert,1791-1834)1)の 『司書の 自己修練(Die

Bildung　 des　Bibliothekars)』2)が ある。エーベ

ル トはバイ エル ン王立図書館 の シュ レッテ ィン

ガー(Martin　 Schrettinger,1772-1851)(後 に副

館長)3)と の論 争(保 存第一のエーベル トと速

やかな る整理 ・利用 のシュ レッテ ィンガー)4)

で有名で あるが、エーベル トの歯 に衣 を着せ ぬ辛

辣 な批評 は、読む者 に厳 し過 ぎる との感 を持 たせ

るもので もあった。それか ら80年 を経 て、 ゲ ッ

　　　　 　　　　　　石 田俊 郎

チ ン ゲ ン 大 学 図 書 館 の グ レ ー ゼ ル(Arnim

Graese1,1849-1917)(後 に館長 代理 ・第二館長)

に よるシ ュ レッテ ィンガー擁護 の言 には ホ ッと

させ られ るものが あった。 「表現 にお いては じょ

う長 に流れ 、内容 の面か らも、必ず しも矛盾 な し

とは しないまで も、出版 に長期 を要 しただけの こ

とはあって、説 明については十分 に意 が尽 くされ 、

(た めに初 学者 に対 して はかっ こ うの書物 であ

る)」5)の 情理兼ね備 えた批評 を読み 、さらに グ

レー ゼル につ いて調査 した ところ、河 井弘志氏に

よるグ レーゼル の伝記 「A.グ レーゼルの生涯 」6)

の論文記事 、及び 、グ レーゼルの著書 『図書館 学

ハ ン ドブ ック(Handbuch　 der　Bibliothekslehre)』

7)の 存在 を知 った。そ のハ ン ドブ ックの第2章

第1節 「一般 的な図書館員 」を読み、適切 にま と

め られ てい るので、これ を紹介 しなが ら、現代 の

図書館員 に も必要 な もの、もはや 時代 遅れ の感 が

あ るもの、さらに今 こそ必 要 とされ る特質につい

て触れ たい と考 え る。

2　 18-19世 紀の ドイ ツの大学図書館

　 グ レーゼル の図書館員 論 が生まれ る背景 とな

った、当時の大学 図書館 の状況 は、現代 の大学図

書館 とは全 く異 な ってい るこ とを認識 してお く

必要 がある。 大学 の規模 につ いては 「1789年 に

ドイ ツには35の 大学が あった。学生数 は7900

人 であ り、その40パ ーセ ン トは4つ の大きな大

学(ハ レ、ゲ ッテ ィンゲン、イエナ 、ライ プツイ

ヒ)に 集 中 していた。」8)こ れ は機械 的に計算す

る と4大 学 は1大 学平均790人 となる。また 「図

表1:19～20世 紀 におけ るヨー ロッパ とアメ リカ

合衆 国の学生数 の変化(単 位 は千人)」9)に よれ
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ば、1870年 代 の ドイ ツの学生数 は13000人 であ

り、1789年 のデー タか ら類 推す ると1大 学1000

人前後で あろ う。また図書館職員 について は 「当

時人文 科学 系の卒業 後の進 路の一 つ として図書

館勤務が あった。言語学専攻生 に特 にそ の傾 向が

著 しい こ とは先 にみた。多 くの学生 は臨時職員 と

して図書館 に入 り、勤務 のか たわ ら研究 をすす め、

研 究職、教授職 に入 る機会 の くるのを待 って いた。

それ はあ くまで一時的 な勤務 にす ぎず、そ の限 り

で、更 に上位の教職 あるいは官職 を狙 う者 に とっ

て は最 良の待機 ・準備 の場 であった。」10)1878

年 グ レーゼル が 図書館 補助職 員 に採 用 されたハ

レ大学図書館(Kgl.　 Universitaetsbibliothek　 zu

Halle)の 場合 、職員編成 は次の通 りであ る。

　 館長(Direktor)

　 副館長(Stellvertretende　 Direktor)

　 第一司書(Kustos)

　 第二司書(KustOS)

　 第一書記(Amanuensis)

　 第二書記(Amanuensis)

　 記名員(Signator)

　 補助職員(Hilfsarbeiter):7名 　　11)

3　 グ レーゼル の図書館員 としての経歴

　 グ レーゼル はライ プチ ッヒ大学、ゲ ッチンゲン

大学で言語学 を学び、1870-71年 は普仏戦争 に出

征。1876年 ス トラスブル グ大学で古典言語学 と

歴史学 を学んだ上で1878年 ハ レ大学 図書館 に補

助職員 として採用 された。グ レーゼル が図書館員

となったの は29歳 とか な り遅 く、その後 の大学

図書館 での活動 につ いて前述 、河井氏の 「A.グ

レーゼルの生涯」 によ り、簡単 に紹介 したい。

　 1883年 第二司書に昇格 し、正職員 とな る。

　 1884-91年 グ レーゼル を採用 したハル トヴ

ィ ッヒ館長 は図書館専 門雑誌"Zentralblatt　 fuer

Bibliothekswesen(図 書館 中央雑 誌)"(以 下 、

ZfBと 略 す)を 創 刊 し、グ レーゼ ル は編 集 ス タ ッ

フ とな る。この仕 事 に よ り図 書館 業務 全般 に 通 じ

る よ うに な っ た と考 え られ る。

　 1890年"Katechismus　 der　Bibliotheken-

　 lehre(図 書 館 学 入 門)"1Julius　 Petzholdt.-

Dritte　 Aufl.-1877.を 改 訂 して 、"Grundzuege

des　 Bibliothekslehre　 mit　 bibliographischen

und　 erlaeuternden　 Anmerkungen(図 書 館 学 の

基 本 的 特 質:書 誌 及 び 解 説 付 き注)"1Arnim

Graesel.-Leipzig:Weber,1890.を 出 版 。 河 井

氏 に よれ ば 、高齢 の べ ッツ オル ト(Petzholdt)か ら

出版 社 を 通 じて グ レー ゼ ル に 改 訂 出版 の 要 請 が

あ っ た よ うで あ る。12)

　 1891年 ベ ル リン大 学 へ 移 り、図 書館 第 三 司 書

とな る。 同年10.月 シ カ ゴ万 国博 覧会 ・図 書館 展

の ア メ リカ部 の担 当 を命 じ られ る。これ に よ り雑

誌 編 集 の仕 事 と と もに 、さ らに英 米 図 書館 学 の影

響 を受 け た よ うで あ る。

　 1894年 第 三 司 書(Kustos)か ら 上 級 司 書

(Oberbibliothekar)へ 昇 格 。

　 1899年 ゲ ッチ ン ゲ ン大 学 へ 赴 任 。

　 1900年 ハ レ大 学 図 書館 ハ ル トヴ ィ ッ ヒ館 長 の

雑 誌ZfBの 別 冊"Blaetter　 fuer　 Volksbibliothek-

en　 und　 Lesehallen(民 衆 図 書館 と読 書 ホ ール 広

報)"の 編 集 を委 ね られ る。大 学 図 書館 員 の グ レー

ゼ ル に は公 共 図書 館 ま で踏 み 込 ん で い くの は 、か

な りの負 担 が あ っ た の で は な い か。

　 1902年 第 一 上級 司 書 に昇 格 し、 事 実 上 の 副館

長 とな る。

　 先 の"Grundzuege(基 本 的 特 質)"の 改 訂 版

を 『ハ ン ドブ ック』 と して 、 同 じWeber社 か ら

出版 す る。

　 "Handbuch　 der　Bibliothekslehre(図 書 館 学 ハ

ン ドブ ッ ク)"1Arnim　 Graese1.-Leipzig:

Weber,1902.

104



石田　俊郎:A.グ レーゼルの 「図書館員論」について

　 1903年1月 ゲ ッチ ンゲン大学 図書館長 ジャ ッ

ツコ教授急逝。 グ レーゼル館長代理 となる。

　 1903年3月 ピーチ ュマ ン教授(ベ ル リン王立

図書館部長)館 長就任。

　 1905年"Fuehrer　 fuer　Bibliotheksbenutzer

(図 書館 利 用者 の た めの利用 案 内)"1Arnim

Graesel.-Leipzig:Weber,1905.を 出版 。

　 1908年 館 長代理(Vertreter　 des　Direktors)、 か

つ、第二館長(Zweiter　 Direktor)と なる。

　 1909年Professorの 称号 を与 え られ る(講 義

な しの教授職、待遇 は正教授)。

　 1914年 退職

　 1917年5月27日68歳 の生涯 を終 える。

4　 一般 的な図書館員:『 図書館学ハ ン ドブ ック』

第2章 、第1節13)

　 グ レーゼル はこの節で、高名 な図書館学 の先輩

諸氏 の言 を引用 しなが ら図書館員 の特性 につい

て説いてい る。

　 〈 図 書 館 員 に 要 求 さ れ る 特 性 〉

そ の重 要度や 性質 に よ りい くつ かの グル ープ に

分 け られてい る。

第1グ ルー プ:最 も重要 な特性 として次 の3つ

を挙 げてい る。

①秩序愛(Ordnungsliebe)

・博学で あって も、この特質 を欠いてい る図書館

員 は、図書館の 目的 か らは全 く役 に立た ない。

②勤勉 さ(FleiSS)

・図書館業務で は、他 の場所で はあ り得 ない よ う

な根気のい る 「勤勉 さ」を、退屈至極 な事柄 でも

要求 され るもので ある。

・天性の労働 意欲、労働 の喜び の発露 として の倦

む こ とのない勤勉 さは、この職業 につい ての純粋

で真実の愛情の如何 にかか ってい る。

③人間愛(Humanitaet)

・真 の人間愛や親切 なサー ビス は、疑い もな く図

書館 の 目的達成へ の原動力 であ る。

・職務上、利用者 に対 して、しば しば大きな犠牲

を求 め ることがあ るが、それ が快 く受 け入 れ られ

るためには、人間愛だけがそのや り方 を可能にす

る。

第2グ ルー プ:図 書館 員の素質

④記憶力(Gedaechtnisse)

・天性の図書館員 に備 わってい る抜群 の 「記 憶力」。

業務 で発 生す る様 々の事柄 を把 握す るた めに常

にメモ をとるよ うでは、 「大変 、残念 な人物 」で

あ る。

⑤判 断力(Urteil)

・健 全で 自立 した 「判断力」を持 たねばな らない。

分類 目録 の作成や 図書 等の新規購 入 の場合 の選

択 の際に重要 とな る。

⑥知識 ・学識(Kenntnisse,　 Gelehrsamkeit)

・現代 では、図書館員 は もはや博識 家ではあ り得

ないが、広 く、根本 的な 「博識」を備 えていたい。

・「百科事典的な知識」 を備 え、人類 の知識 のそ

れ ぞれ の分野 に同 じ敬意 と関心を持 てれ ば、収 書

におけ る偏 向が避 け られ る。

・本質(Wesen) 、部分(Teile)、 境 界(Grenzen)に

関す る基本 的 な知識 と学問 にお ける様 々 の共 通

点(Beruehrungspunkte)を 知 るこ とが望 ま しい。

第3グ ルー プ:個 別 的な学問 ・技能

⑦語 学(Sprachkenntnisse)

・ギ リシャ語 、ラテ ン語 の代表 的な古典 が読め る

こと。

・フランス語、英語、イタ リア語 は文献が読め る

程度 の知識。

・その他 の ヨー ロッパ の言語 は、文法書や辞 書の

助 けを借 りて見当がつけ られ る程度 の知識。

・ヘ ブ ライ語 は表 面的ではあ るが、あ る程度 は理

解 でき るレベル。

・そ の他 の東洋諸語 について は、特に要求 しない。
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規模 の大 きな図書館 には素養 の あ る職 員 が配置

されてい るか らで ある。

⑧歴史(Geschichte)

・図書館 の属す る国の全体的 な歴史 と個 々の特定

分野の歴史。

・国家的な構 築物の成立、隆盛 、衰退 に関す る文

献的な歴史研究 も不可欠。

⑨文学史(Litteraturgeschichte)

・文学史の全体像 を理解す る。

・図書館 がその歴 史的な容器 であ る 「学術 史」の

研究 も不可欠。

⑩ 古 文 書 学(Diplomatik)・ 古 書 体 学

(Handschriftenkunde)・ 書誌学(Bibliographie)

・これ らの学問 について の善 き理論的 な予備知識

を備 えてい るこ とが重要。

・実際的な専門教 育は、館 内の写本 ・図書の生(な

ま)の 観察 を通 して 自身で修得す るこ と。

⑪銅版画美術(Kupferstecherkunst)・ 木版画美術

(Holzschneidekunst)

・若干 の知識が あれ ば喜 ばれ る。

⑫図書館学(Bibliothekswissenschaft)

・図書館員 が根本か ら理解すべ き本来 の専 門科学。

その進歩 を注意深 く見守 り、できれ ば 自らも取 り

組むべ きもの。

⑬筆跡(Handschrift)

・自分 自身 のためにではな く、利 用者のた めに、

今 日、明 日のた めにではなく、未来 にわた る利用

のた めに書いてい るので ある。間違 いは書誌 的混

乱 を生ず るた め許 され ない。

5.分 析 とま とめ

　 この よ うにグ レーゼル は、図書館員 に要求 され

る特性 として① ～ ⑬の項 目を挙 げてい る。第1

グループ について は、100年 後 の現在 と言 わず、

いつ の時代 で も必 要 と され る図書館 員 の資質 で

あろ う。③ の 「人間愛」は抽象的 な表現で あるが、

日ごろの図書館員 の親切 で献身 的 なサー ビスが

利用者 との信頼 関係 を醸成 し、止 むを得ない時に

利 用者 に快 く了承 していた だ くこ とを も可能 に

す る力 を備 えてい る。例 えば、年1回 の蔵 書点検

(棚卸 し)作 業中に利 用を制 限せ ざるを得 ない こ

ともあ り得 るのであ る。

　第2グ ループの④記憶力 について は、あ らゆ る

ものが量的 ・質 的に大転換 を遂 げた21世 紀の時

代 にあっては、通用 しないので はなか ろ うか。「常

にメモを とるよ う」な図書館員 こそ りっぱ と言 え

よ う。大事 な ことは 「記録 」し、それ をスムーズ

に関係者 に 「伝 え る」仕組 みを確 立す ることであ

る。同様 に⑥知識 ・学識 につ いて もデ ータベ ース

や イ ンターネ ッ トの 時代 で は個 々 の情 報 ではな

く、その情報 の探 し方や それ らを利用 しての問題

解決 の手段 ・方 法に習熟す ることが重 要 と考え ら

れ る。 「百科事典的な知識」 につ いて も同様 に時

代 が違 うと言 えるであろ う。ただ情報化社 会 とな

り、溢れ んばか りの個 々の情報 に囲まれ なが ら、

それ らを関連付 け、総合化す る能力、即 ち、本質、

部分 、境界 お よび共通点について認識 す る能力に

つ いては、社会全 体が未 だ成 功 してい るとは言 え

ないのではないだろ うか。しか し、この総合 的視

点の確保 こそ現在 最 も必 要 とされ る もの と考 え

られ る。

　第3グ ル ープは個別 的な学問 ・技能 であ るが、

⑦語 学については、ヨー ロッパ と違 って 日本 にお

いて、ここまで厳 しい要 求は無理 であろ う。グ レ

ーゼル の時代 は、1876年 までは館長 ・副館長 は

勿論 、第一 司書 ・第二司書(KustOS)も 教授 の肩 書

を持 ってお り、 この伝 統 は ドイ ツの学 術 図書館

(Wissenschaftliche　 Bibliothek)に 流 れてい るも

のであ る。ギ リシャ ・ラテ ンの古典語 は勿論、そ

の他 に も複 数 の言語 を習得 してい た と考 え られ

る。現在 の 日本 で要求でき る範 囲 としては、英語
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のほかに一言語をマスター し、さらに文法書や辞

書の助 けを借 りて数か国語で書かれた本の分類

や 目録が処理できればよしとせねばなるまい。⑧

歴史 と⑨文学史は基本 となる学問であり、司書た

るもの主要な国の歴史や文化 については知って

お くべきであろ う。 「歴史」についてエーベル ト

は 「学問の中の学問 …　 人生そのものの基礎 と

なり規範 となる学問である」14)と 言っている。

⑩古文書学、古書体学の必要度は館種によると思

われるが、 「書誌学」は図書館学と密接な関係を

持つ学問でもあり、予備知識程度は備えてお くべ

きであろう。⑫図書館学については、これこそ図

書館員の専門科学であり、社会の流れ、情報技術

の進展 を視野 に入れなが ら日夜奮闘すべき学問

である。⑬筆跡のことは、ペンや筆が今やキーボ

ー ドに変わ りつつある現代では、指にタコをつ く

りなが ら、一心不乱にカー ド目録を書 く時代は終

わって しまった。

　グレーゼルの挙げる図書館員に求められ る特

性や資質を列挙 し、ささやかな評価を試みた。時

代を超越 して図書館員の核 となるもの、もはや時

代的に重要度が薄れつつあるものも見 られたが、

ここで現代に即 して新たに加 えるべきものに「情

報技術教育」がある。学問名が 「図書館学」から

「図書館情報学」に変更 されて久 しいが、IT技

術の急速な進展により図書館の現場 も一変 して

しまった。図書館で扱 う対象 も、「図書館資料」

か ら 「情報資料」へ、そ して今や 「情報資源」へ

と変貌 している。このような環境で 目的を達成す

るために働 く図書館員の基盤 となる能力に「情報

技術教育」が必須であることは火を見るより明ら

かであろう。ここで悟越なが ら⑭番 目に 「情報技

術教育」を追加 しておきたい。

6.お わ りに

　グレーゼルの挙げる図書館員の特性 ・資質を読

んできて、何 か気 にな る感 じを持 つのは筆者 だ け

であろ うか?既 にエーベル トの 『司書 の 自己修

練(Die　Bildung　 des　Bibliothekars)』15)を 読ま

れ た人 には、そのあま りの類似性 に驚 かれ たので

はない だ ろ うか?類 似 とい うよ り全 く同 じもの

と言 って も差 し支 えないであろ う。わずかに違 う

点があ るとすれば、エーベル トが 「司書 の倫理 」

16)の 項 で述べ てい る 「自己犠牲 的な親切 心 と

奉 仕 精 神 」 を 「勤 勉 さ(Fleiss)」 や 「人 間愛

(Humanitaet)」 とい う、 口語的 あ るい は標語 的

表現 に書 き換 えた部分 だけであ る。しか しグレー

ゼル は、引用 した場合 には必 ず原 著者名 を一度 は

挙 げてお り、現代 のわれ われ が言 う剰 窃 ・盗作の

類 では断 じてないであろ う。サイエ ンスの分野に

おける著 作権 ・特許権 等の厳 しい現代 と比較すべ

きではな く、当時 としては普 通に行 われていた慣

習 であ ろ う。 さ らにエーベル トー辺倒 で もな く、

図書館界 で も屹 立 した人た ちの意見 を取 り入れ

て、 さらに思想 を膨 らませ てい るのである。 「ミ

ル カ ウ の 手 で 大 成 さ れ たHandbuch　 der

Bibliothekswissenschaft.1931-33.3Bde.と 、

G.ラ イ によって再編 されたその第2版 、1950-61.

3Bde.は ま さしく ドイツ図書館 史上の最 高峰で

あ るが、1902年 に刊行 され たA.グ レーゼル の

Handbuch　 der　Bibliothekslehre.は 上記2者 の

先駆 であ り、今世 紀の冒頭 に ドイツ図書館 学に新

世紀 を もた らした。それは ミル カ ウ図書館 学のた

めの設計 図であった し、同時 にM.シ ュ レッチ ン

ガー 以来約1世 紀 問の ドイ ツ図書館 学の集 大成

で もあった。」17)河 井氏 の 「A.グ レーゼル の

生涯(1)」 の 冒頭 の記述 が、 この間の経緯 を物語

ってい るか もしれ ない。人文 系の学問は この よ う

に して進化 してい くのであろ う。

　 グ レーゼル の 『ハ ン ドブ ック』について、も う

一っ付 け加 えるべ き ことがあ る
。その 「注及 び文
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献紹介」 の豊富 さであ る。 「これまでの ドイ ツの

図書館学文献 は、単行書 は殆ん ど注 をもたず、あ

って もきわ めて僅か であった。詳細 な文献紹介 は

Anzeiger　 18)な ど雑誌の任務 とされ、単行書 で改

めて とりあげ られ るこ とはなか った。こ うい う伝

統 を破 って、お どろ くほ ど豊富 な注、文献紹介 を

持つ本書が突如 あ らわれたので、ドイ ツ図書館界

はこれ に瞠 目したの である。」19)と 河井氏 も指

摘 してお られ る。ちなみに、この 『図書館学ハ ン

ドブ ック』第2章 、第1節 は、11ペ ー ジで、「本

文」252行 に対 して、 「注及 び文献紹介 」181行

と尋常 な量で はない。脚 注方式で 「本文」の真下

に印刷 されてい るた め、注意 を引い た時点です ぐ

に参照で きる強みが ある。

　 論述 の不足 を補 うためにグ レーゼル の『ハ ン ド

ブ ック』第2章 第1節 の訳文 を最後 に掲載す る。

当時の図書館員 の情熱が吐露 されてい る。

注 ・引用 文 献

1)エ ー ベ ル ト　 Ebert,　 Friedrich　 Adolf

(1791-1834)

ドイ ツの図書館学者 、ドレスデ ン王立公共 図書館

長。 図書館 学 を 「整 理学(Einrichtungskunde)」

と 「管理 学(Verwaltungskunde)」 の二っ か ら構

成 さ れ る と し た 。 主 著:"Die　 Bildung　 des

Bibliothekars(司 書 の 自 己 修 練)",1820.

"Allge
meine　 bibliographisches　 Lexikon(総 合書

誌事典)",Bd.1-II,　 Leipzig,1821-30.

ルーテル派牧師 の家 に生まれ、 「他人の世話 を し

て、私 は疲れ果て る」をモ ッ トー とす るス トイ ッ

クな図書館人で あった。

2)前 掲,1)エ ーベル トの図書館員論。河井弘志

編訳 『司書 の教養』京都大学 図書館情報学研究会

発行、日本 図書館協会発売 、2004,pp.7-39.に 「司

書の 自己修練」 として収録 されてい る。

3)シ ュ レッテ ィ ンガー　 Schrettinger,　 Martin

(1772-1851)

ドイ ツ の 図書 館 学 者 、バ イ エル ン王 立 宮 廷 図 書館

副館 長(1823)。 神 学 校 を 出て 修 道 院 へ 、そ こで 図

書 係 とな り、独 学 で 図書 整 理 を マ ス タ ーす る。主

著:``Versuch　 eines　 vollstaendigen　 I、ehrbuchs

der　 Bibliothek-Wissenschaft　 oder　 Anleitung

zur　 vollkommenen　 Geschaeftsfuehrung　 eines

Bibliothekars　 in　 wissenschaftlicher　 Form

abgeffast,(図 書 館 学 教 科 書 試 論)"4Hefte,

Muenchen,　 Lindauer,1808-1829.

彼 は 、 上記 の 書 で世 界 で初 め て 「図 書館 学(Bibl-

iothek-Wissenschaft)」 と い う用 語 を使 用 した。

"H
andbuch　 der　 Bibliothek-Wissenschaft,

besonder　 zum　 Gebrauche　 der　 Nicht-Biblio-

thekare,　 welche　 ihre　 Privat-Buchersammlu-

ngen　 selbst　 einrichten　 wollen.(図 書 館 学ハ ン

ドブ ック)"Wien,　 Fr.　Beckschen　 Universitae-

ts-Buchhandlung,1834,187SS.

4)『 教 科 書試 論 』 論 争 は 、エ ー ベ ル トの"Ueber

　 oeffentliche　 Bibliotheken...(公 開 図 書館 に つ

　 い て 、等)",1811.を シ ュ レ ッテ ィ ンガ ー が批

　 評 した こ とか ら文 通 が始 ま り、19歳 年 長 の シ

　 ュ レ ッテ ィン ガー に 、エ ーベ ル トが 教 えを 乞 う

　 とい う関係 に あ っ た。そ れ が 『教 科 書 試 論 』第

　 1-3分 冊(1808-1810)発 行 後 、10年 を 経 過 して

　 か ら 、 突 然 、 エ ー ベ ル ト は"Jenaische

　 Allgemeine　 Literaturzeitung　 (イ エ ナ ー般 学

　 芸 新 聞)",Nr.70　 u.71,　 April　 1821.に 『教 科

　 書 試 論 』 へ の酷 評 を掲 載 した の で あ る:図 書

　 館 の 定 義 が お か しい 、 「構 成 が 間 違 っ て い る 」

　 「必 要 もな い 事 柄 に好 ん で 証 明 や 反 論 を行 っ

　 て い る、 うん ざ りす る ほ どの冗 長 さや 誇 示 癖 」

　 図 書館 学 の 定 義 が 「整 理 」 に 限定 され 、 「日常

　 の業 務 に欠 け て は な らな い もの 、つ ま り 「管理 」

　 の原 則 を 、著者 は す っか り見 落 と して お り… 」
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　 「第3巻 は分 類 目録 を扱 っ てい る が 、…　 　 前

　 2巻 と甚 だ しい 矛 盾 に陥 って い る。」

これ に対 して シ ュ レ ッテ ィ ンガ ー は1822年 『反

論 』を 自費 で 出版 した。1829年 に 出版 され た 『教

科 書 試 論 』改 訂版 の 第2巻 に 、出版 が遅 れ て い た

第4分 冊 と、 第1-3分 冊 の補 足 ・修 正 分 、 及 び 、

この 『反 論 』が含 ま れ て い る。第4分 冊 に は 、エ

ー ベ ル トが 欠 落 を指 摘 した 「図 書 館 の維 持 ・管 理

部 門」 が 含 まれ て い る。

エ ー ベ ル ト、F.A.「 エ ー ベ ル トの シ ュ レ ッテ ィ ン

ガ ー 批 判 」三 宅 　 悟 、河 井 弘 志 訳 、『芸 亭 』第23

号 、1983,pp.1-17.

シ ュ レッテ ィ ンガ ー 、M.「 シ ュ レ ッテ ィ ン ガー

の 反 論 」 三 宅 　 悟 、河 井 弘 志訳 、 『図 書館 学 会 年

報 』Vbl.30,　 No.2(June),1984,　 p.81.

「シ ュ レ ッテ ィ ン ガ ー の反 論(続)『 図 書 館 学 会

年 報 』Vol.30,　 No.3,1984,　 p.141.

5)小 倉 親 雄 「ドイ ツ にお け る 図書 館 学 思 想 の 形

成 とそ の起 原 」 『図書 館 界 』Vol.23,　 No.3,1971,

p.85左 。 後 半 のO内 は 『教 科 書試 論 』 につ い

て で は な く、 『ハ ン ドブ ック』 へ の感 想 で あ る。

6)河 井 弘 志 「A.グ レー ゼ ル の 生 涯(1)～(5)」

『図 書 館 界 』Vbl.25,　No.4(1973.12),　 Vbl.26,　 No.1

(1974.5)～Vol.26,　 No.4(1974.12)

7)Graesel,　 Arnim"Handbuch　 der　 Biblio-

thekslehre(図 書 館 学 ハ ン ドブ ッ ク)",　Leipzig,

J.J.　 Weber,1902.

Petzholdt,　 Julius"Katechismus　 der　 Biblio-

thekslehre(図 書 館 学 入 門)",3.　 neu　 durchge-

sehene　 Auflage.　 Leipzig,　 J.　J.　Weber,1877,

xii,231S.を 改 訂 した の が 、"Grundzuege　 des

Bibliothekslehre　 mit　 bibliographischen　 and

erlaeuternden　 Anmerkungen(図 書 館 学 の基

本 的 特 質:書 誌 及 び 解 説 付 き 注)",1890.さ ら に

これ を改 訂 した の が 本 書 『ハ ン ドブ ック』で あ る。

8)ク リ ス トフ ・シ ャル ル1ジ ャ ッ ク ・ヴェル ジ エ

『大 学 の歴 史 』 岡 山　 茂 、 谷 口清 彦 訳 　 白水 社 、

2009.(文 庫 ク セ ジ ュ)p.93.

9)前 掲,8)[p.156の 次 の ペ ー ジ:ペ ー ジ付

け な し]

10)前 掲,6)「 グ レー ゼ ル の生 涯(2)」 『図書 館

界 』Vol.26,　 No.1(1974.5)p.8左

11)前 掲,10)p.10-12.　 「記 名 員(Signator)は 、

常 に補 助 職 員 の 上 、 第 二 書 記 の 下 と され て お り、

い わ ば 主席 補 助 職 員 に該 当 し、補 助 職 員 の 中 か ら

輪 番 で 出 され 、通 常 は新 た に補 助 職 員 に加 わ っ た

者 が 暫 時 主 席 を っ とめ る慣 習 が あ っ た の で は な

い か と思 われ る。」

12)前 掲,7)グ レー ゼ ル は、ペ ッツ オル トの編 集

す る雑 誌"Neuer　 Anzeiger(新 ・図 書館 学 文 献

通 報)"(Anzeiger改 題)に 「書評 」 を 寄稿 して

い た の で親 交 が 生 まれ 、今 回 の 改訂 出版 の 流 れ と

な っ た の で あ ろ うと河 井 氏 は 見 て い る。

13)前 掲,7)"Zweiter　 Kapitel:Von　 den

Beamten　 der　 Bibliothek,　 Erster　 Abschnitt

Der　 Bibliothekar　 in　allgemeinen"SS.153-163.

14)前 掲,2)『 司 書 の 自己修 練 』p.13.

15)前 掲,2)

16)前 掲,2)P.31.

17)前 掲,6)「A.グ レ ーゼ ル の 生涯(1)」 『図

書 館 界 』Vol.25,　 No.4(1973.12)p.153左

18)ペ ッ ツオ ル ト編 集 の 『図 書館 学 文 献 通 報 』は 、

下記 の通 り、度 々 改題 して い る。

"Anzeiger fuer Literatur der Bibliothekwiss-

enschaft, 1841-1845" 

"Anzeiger der Bibliothekwissenschft
, 1846-1 

849" 

"Anzeiger fuer Bibliographie  und Bibliothe-

kwissenschaft,  1851-1856" 

"Neuer Anzeiger fuer Bibliographie  und
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Bibliothekwissenschaft, 1856-1886"

19)前 掲,6)　 「グ レー ゼ ル の 生 涯(2)」 『図 書

館 界 』Vol.26,　 No.1(1974.5)p.18右
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Handbuch der Bibliothekslehre  / Arnim 

Graesel. — Leipzig :  J.  J. Weber, 1902.

図書館学ハ ン ドブ ック　 1ア ルニ ム ・グ レーゼ

ル,　 1902

第2章 　図書館職員について

第1節 　一般的な図書館員

　図書館員について、広義には、図書館学を修

めた者 と理解 されている。 しか し一方では、図

書館学において定められた業務に職務 として取

り組んでいる者にのみ与えられるものとい う、

狭義の図書館員 とい う名称になじんでもいる。

実際には、他の職業のや り方 と同様に、最初に

正式な概念説明がなされ、次に図書館員 とい う

称号は、 しばしば図書館の指導的な職員 として

認定 された場合のみ、あるいは、その館におけ

る少数の学術的な職員を顕彰する場合に授与 さ

れるといった、さらに別の意味があることを知

ることになる。 しか しそのような限定的な用法

は、以前の時代の図書館員には適合 しない し、

一般的にも考えられなかったであろう
。それゆ

え、近年、プロイセンにおいて定職 としての地

位 に図書館職員が達することができたこと、ま

た図書館員 とい う名称が公に与えられたことは

喜ばしく、満足できることである。同時に[図書

館員の]基礎教育の問題、明確な規定に基づ く給

与や年功条件を理解 した上でやっと図書館員の

身分にっいて、また 自立 した図書館員 とい う職

業について語ることができるのである。以前は、

大学図書館では特に、重要な職務上のポス トは、

(当該大学の講師を経験 した上であり、)通例、

兼職であった。 しか し、今 日では、図書館員の

職務もまた、他の全ての責任の重い職務 と同様

に 「全身で打ち込める人(einen　ganzen　Mann)」 、

即ち、第一線でこの職務をや り抜き、これ らの

業務 に最 高の力 を発揮 でき るよ うな人物 を必 要

としてい るとい うことについては、 もはや何 の

疑念 を さしは さむ余 地 もないのが現状 であ る。

いずれ にせ よ、図書館 の機能 に対 して、あ らゆ

る観 点か ら出 され て くる、高ま る要求は、 これ

らの能力 あ るスタ ッフの恒 常的な強化 を要求す

る ことにな る。

　 一 図 書 館 員 に 対 し て 要 求 され る 「特 性

(Eigenschaften)」 としては、その館員 が職務

を普通 に こな してい ることを前提 に、 と りわけ

備 えていなけれ ばな らない美徳 として、「秩序 愛

(Ordnungsliebe)」 「勤勉 さ(Fleiss)」 そ して 「人

間愛(Humanitaet)」 があ る。奇妙 に思われ る

か もしれ ないが、図書館員 の最 も中心 とな る必

要条件 として強調 され てい る特性 は、また図書

館員 以外 の公務員 について も、彼 らが どの よ う

な状況 で働 いてい よ うと、その特性 の修得 につ

いて暖かい気持 ちで推奨 でき るものである。 図

書館 の仲 間たちの中の、何 らかの展望を もって

い る者 で、あの三つ の特性 が正に図書館員 に と

って他 の多 くの特性 に比べて不可欠 の ものであ

る ことを否 定でき るものはいないであろ う。例

え、まず まず の図書館員 との評価 がな くとも、

それ らの特性 は、図書館員 の素養 としてほ とん

ど必 要不 可欠 の ものであ り、一方 、既 に博学 な

図書館員 であって も、あの特性 を欠 いてい る図

書館員 は、図書館 の 目的か らすれ ば、全 く役 に

立たない も同然 であ る。

　先ず 「秩序愛」に関 して、エーベル ト(Ebert)

1)が 、ベ テ ランの図書館員 との確 実に一致 した

考 え として言 うには、「厳格 な秩序 愛を知 らない

者 、あ るいは、な じみのない者 は、良き図書館

員 として最 も必要 で不可欠 な素質 の一つ を欠 い

てお り、ちっぽけで、つま らない ことに も最 大

の精確 さと秩序 が要 求 され るこの職務 には、完

全 に無 能 で あ る。」 そ して フ ェ ル ス テ マ ン
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(Foerstemann)2)は 言 う、 「全て の図書館学

の権威者た ちは、今や次の点で意見 が一致 して

い る。即 ち、 この職務 に関す る主た る必要条件

は、学識で はな くて秩序愛で ある。 かな り知識

に不足が ある者で も、まず まず の図書館員 にな

るこ とはで きるが、 だ らしない人 間が、 この職

業で何 とかや ってい けるなんて こ とはあ り得 な

い。」

　 「秩序」 は、それぞれの図書館 の管理 に とっ

て、真 に主た る基盤 を形成す るものである。図

書館が十分 に整備 された施設で、かつ正 に最高

のもので あって も、 この 「秩序」が なけれ ば、

館員が あ らゆる学識 を備 えていて も、正 しい隆

盛 に達す るこ とはで きない し、 図書館員 に対 し

て正 当に要求 され る、 あの充実 した有効 なサー

ビス を発揮す るこ ともで きないで あろ う。

　 しか し今後 はさ らに 「秩序愛」 と 「勤勉 さ」

が連動 されね ばな らない。図書館業務で は、別

の場所で はこの よ うなや り方 を要求 され るこ と

はあ り得 ない よ うな根気のい る 「勤勉 さ」 を、

往々 に して全 く退屈至極 な事柄で要求 され るも

ので ある。天性 の労働意欲や労働 の喜び の発露

として の倦む こ との ない 「勤勉 さ」 をこそ、取

るに足 りない仕事 において も、担 当す るよ う指

定 された、 よ り重要 な仕事 と同様 に同 じ入念 さ

を分 け合 うよ うな、几帳面 な誠実 さを根底 に置

かね ばな らない。 同時 に図書館員 の全て の業務

において、模範的 なや り方 によって最大 の精確

さ、丁寧 さ、明快 さが、常 に効果 を発揮せね ば

な らない。 しか し、全て これ らの必要条件 に対

して は、第一の前提条件 として、図書館員 のそ

の職業 について の純粋で真実の愛情 の如何 にか

か ってい る。 とい うのは、彼 が どん なに熱心で

あろ うと、 どん なに活動的で あろ うとも、彼が

その学術的 な仕事の ために道 をつ けた、そ の苦

心の結果 は、基本的 には他人の役 に立つ もの と

な るか らである。 当然 の ことなが らハル トヴィ

ッヒ(Hartwig)3)は 言 う。「図書館員 として働

いてい る同僚 たちの もってい る学術 的な欲求 こ

そが、他 の職 業ではほ とん どあ り得 ない もので

あ る。」その際、概 して言 えるこ とは、当今 なお

慎 み深 い とい うのが図書館員 の外 見上の姿勢 で

あ る。 エーベル トの的確 な次 の言葉 は依然 とし

て有効 であ る。「一方で は、ゆった りとしで 快適

な、大変 楽 しい仕事 があ り、他方 では、輝 か し

い、 どよめ くよ うな称 賛 と承認 を受け る仕事 が

存在す るが、図書館員 は、な され た仕事 に対す

る感動 的ではあるが、冷静 な感情 の中に、その

仕事 の唯一の報酬 を見い出 さねばな らない。」

　最後 に第三番 目の要件 、 これ は図書館員 があ

る確 実な完壁 さへ と導かれ ねばな らぬ 「人間愛」

である。 これ は重大 な意 味のために、特 に利用

者 と向き合 う位置 にあ るものであ る。 申し分 の

ない、熟練 した人 との接 し方 、自然 な礼儀 作法、

そ して常識や 素晴 らしい教養 と結 び着 いた真 の

人 間愛や親切 なサー ビスは、図書館員 に関す る

限 りは、疑 い もな く最 大限に利用 され るべ き、

図書館 の 目的達成へ の原動力 であ る。利用 につ

いては、展示 され てい る収集 品の中に価値 のあ

る宝物 があろ うと、素晴 らしい排架整備 がな さ

れ てい よ うと、一度 、あの要件 を備 えた図書館

員 が職 を離れ る ことがあれ ば、人 間愛 を欠 いた

職員 たちに よって、一部 の利用者 たちは図書館

へ行 く気 を失 くさせ られ て しま うことがあ る。

それ ゆえ図書館員 に対 しては、当然 、次 の よ う

な要 求が許 され る。 即ち、図書館員 が 自分 のか

かえてい る仕事 と調 和 させ なが ら行 う限 りにお

いては、利用者 は図書館員 に丁寧 に 申し出て相

談 に乗 って も ら うこ とが で きる。 あ るい は、

デ ・ウセ(Des　 Houssayes)4)が 述 べてい るよ

うに、図書館 で働 く者 は、全 ての利用者 に対 し

て、その一人 ひ と りへの対応 の模様 が純粋 に個
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人的な親切さの発露であるような、根気の良い、

丁寧で親切な心遣いを持って応対すべきである。

このようなや り方で図書館の評判を上げれば、

最も効果的にその館の利用を促進することにな

る。図書館員の職務においては、利用者に対 し

てもしばしば大きな犠牲を求めることがあるが、

これが常に快 く、喜んで受け入れ られるために

は、人間愛だけがそのや り方を可能にする。こ

れ らの資質に欠けている者にとっては、図書館

へのあらゆる愛情や思い入れに基づ く職務 とい

うものは、耐え難い重荷 となるかもしれない。

　これ らの三つの特性のほかに必要不可欠のも

のとして第一番 目に挙げられるものに、天性の

図 書館 員 に備 わ って い る抜 群 の 「記 憶 力

(Gedaechtnisse)」 がある。図書館業務におい

て発生する種々様々の細かい事柄を把握するた

めに備忘録 として常にメモをとるような、確か

な記憶力を備えていない図書館員は、誠に 「大

変、残念な人物」であり、それほど骨の折れる

仕事でなくてもす ぐに悩み多き人生 となるであ

ろう。さらに図書館員は健全で 自立 した 「判断

力(Urteil)」 を持たねばならない。特に分類 目

録の作成の際や有用な図書を新たに調達する場

合の選択の際に。そ してついには、彼にとって

図書館が真に本来的な意味で好ましいものとな

り、彼をして古書 目録を利用するほどになるだ

けでな く、力の及ぶ限りその館に欠けた部分を

補完するために新たな入手を考え、それでもっ

て常に完全な全体像を作 り上げたい と考えさせ

るような、確かな 「収集熱(Sammeleifer)」 を

生 じさせる書物への愛を持たねばならない。

　われわれが良き図書館員の備えるべき最も重

要な資質について さらにくわ しく考察を加えた

結 果 、 注 視 す べ き も の と し て 「知 識

(Kenntnisse)」 がまだ残 されていた。いつの時

代でも図書館員については非常に過度の要求が

な され てお り、実際にその要 求は、図書館員 は

ま さに博識家 であ らねばな らない、 とい うもの

であった。 しか し新 しい時代 の学問は桁違 いの

拡大 と深化 を遂 げてお り、 これ を良 く明 らかに

できる よ うな博識家 は、 もはや今 日では存在 し

得 ないであろ う。 そ して現代 で もなお博識家 が

存在 し得 た として も、それ は決 して図書館員 の

職務 に対 して必要不 可欠 の要 素 とはな らないで

あろ う。 これ に反 して、また一方 では図書館員

の職務 を見 くびる よ うな大変 不当な扱 いが成 さ

れ てお り、そ うしなけれ ば採用 されないので、

それ ぞれ が任意 の学者 に気 に入 って もら うよ う

に合 わせ ている、とい う風 に も考え られ ていた。

これ は全 く実情 とは違 ってい る。 この職務 は、

広 く、根本 的な 「博識(Gelehrsamkeit)」 を備

え、過去 お よび現代 の文 芸的な作品の保護 に習

熟 した人 、 これ は絶対 に欠 かせ てはな らない も

のだが、 これ らの ことだけではな く、部分 的に

は図書館 学校 の よ うな所 で、一人で長年 の修練

を経 て身 に付 けるほかはない よ うな、全 く特 有

の準備や教養 を も必 要 とす るものであ る。 図書

館 は図書館員 に とって本 当の意 味での大 学にな

ってい る。

　 と りわけ各 図書館員 に対 しては、当然 の こと

な が ら 十 分 な 「百 科 事 典 的 な 知 識

(encyklopaedische　 Kenntnisse)」 を蓄えてい

る こと、全学 問体 系への展望 を持 っている こと

が要 求 され る。 図書館 を訪れ る人 に対 して 目立

つ存在 で、専門学者 の よ うに話す ことができ る

よ うにな りたい、また教員 の一員 であ りたい と

願 うのではな く、エ ーベル トも話 している よ う

に、人類 の知識 のそれ ぞれ の専門分 野に対 して、

同 じ敬意 と関心を持 ちたいのであ る。 そ うでな

けれ ば収集 において も、 ともすれ ば悲 しむべ き

偏 向の罪 を犯 しかねない ことにな るだろ う。本

質　 (Wesen)、 部 分　 (Teile)、 境 界
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(Grenzen)に 関す る基本的 な知識 と学 問にお

ける様 々な共通点(Beruehrungspunkte)を 知 る

こ とは、図書館員 に とって望 ま しい こ とで ある。

とい うのは、整理業務 において は毎 日、毎時 間、

それ らは必要 となるもので ある。図書館員 に と

って、その他の全て の知識 について は、百科事

典の 中にそ の必要不可欠 な結合点 を見い 出すで

あろ う。

　百科事典 に次いで主要 な必要事項 は、「語学 の

知識(Sprachkenntnisse)」 で ある。全て の図

書館員が メ ッツォファンテ ィ(Mezzofanti)5)

のよ うな語学 に関す る天賦の才 を備 えてい ない

として も、学術的 なコ レクシ ョンの中で扱 って

い る代表的 な作 品の大多数 に対 して、主た る文

化圏の言語 について は、十分 な知識 を持っ こ と

が どうして も必要 とされ るで あろ う。大学での

勉強 に必要 な古典 に関す る学校教育 のた めに書

かれた文学的な代表作 を、 ギ リシャ語 とラテ ン

語 とい う二つの古典的言語 によ り理解す る力や

大規模 な図書館 な らおびただ しい数 の印刷物 を

所有 してい るはずの フランス語、英語、イ タ リ

ア語の分野 に関す る知識が、図書館員 の必要条

件の 中に含 まれね ばな らない。 しか しこの要求

は、図書館員が これ らの言語 を見事 に物 に して

活かせ るほ どの状態 にあるべ きで ある とい うほ

ど高い水準 のもので はない。文献が読 めれ ば十

分で あるが、そ の図書館員が さらに別 の言語で

それ を流暢 に表現で きるな らば一層称賛 に値す

るこ とになる。その他 の ヨー ロ ッパ の言語 に関

して は、特定の地域 に関 して高い要求が あるの

で はな く、図書館員 が文法書や辞書 の助 けを借

りて見 当がつ け られ た り、一瞥す るだけで必要

なこ とを充足で きる知識が得 られれ ば十分で あ

る。そ の代 わ りに東洋諸語の知識 について は、

ヘブ ライ語 に関 して、 ほんの表面的 な知識で は

あるが、 ある程度 はわか る とい う例外つ きで、

大 目に見てや る ことも可能 であ る。 いずれ に し

て も規模 の大きな図書館 では、東洋 学に対 して

は、特別 に素養 のあ る職員 が配置 され てい る。

　 その上 さらに図書館員 に必 要 とされ る知識 に

は 「歴 史(Geschichte)」 が数 え られ る。その図

書館 が属 している国の全 体的な歴 史 と個 々の特

定 の 分 野 の 歴 史 、 そ れ と 同 時 に 「文 学 史

(Litteraturgeschichte)」 の全 体像 が含 まれ る。

古い時代 あ るいは新 しい時代 の個 々の国家 的な

構築物 の成 立、隆盛 、そ して衰退 に関す る文 献

的な これ らの記念碑 の保存者 であ る図書館員 に

とって誠 実で慎重 な歴 史研究 が不 可欠 であ るこ

とは明 白であ り、図書館 がその歴 史的な容器 で

あ る学術 史の研 究の必 要性 については、なお一

層 間違 いのない ことであ る。 特に ここでは現在

好評 を博 している、 「古文書学(Diplomatik)」

と 結 び っ い た 「 古 書 体 学

(Handschriftenkunde)」 の研 究 や 「書 誌 学

(Bibliographie)」 が と りわ け重要であ る。確 か

に図書館員 が、その職務 に第 一歩 を踏 み出す 際

に、古文 書学や書誌 学についてかな りの実際的

な知識 を同時に備 えてい ることは滅 多にない こ

とではあ るが、そのために もこれ らの学 問につ

いての善き理論 的な予備知識 を備 えている こと

が前提 とされ なけれ ばな らない。 これ らの知識

につ いての実際的な専門教 育は図書館 にあ る写

本や 図書 の生(な ま)の 観察 を通 して 自分 自身

で修 得 しな けれ ば な らな い 。 モ ー ル ベ ック

(Molbech)6)も 言 い当ててい るよ うに、実際

的な図書 の知識 、書誌 学や 図書学の多 くの様 々

な側 面について熟知 してい ること、素質 と器用

さ、特 定の国や特 定の図書館 の極 めて重 要な要

素についての文献 的な知識 を用 い るためには、

図書館員 が このために長 く、辛抱 強い実際的な

活動 を通 じて修行す ることな しには決 して到 達

す ることはできない。 これ らの ことが職務 に就
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いて、そん なに早い時期で はな く行 われ るな ら

ば、 「図書印刷(Buchdruck)」 の発展 の歩み に

習熟 した り、図書の製作や 「製本(Einband)」

に関係 のある全ての こ とを、かれ の知識 の範囲

に取 り込んだ りす るチ ャンス にもそ の職務 の中

で 出会 えるで あろ う。その上 さらに 「銅版画美

術(Kupferstecherkunst)」 や 「木 版 画 美 術

(Holzschneidekunst)」 に関す る若干 の知識が

あれ ば、そ の職 に とどまって も らうに越 した こ

とはない とい うこ とになるで あろ う。 とい うの

は銅版画や木版画の コ レクシ ョンも図書館 にそ

の管理 をまかせ られ るこ ともそ う珍 しい こ とで

はない とい うこ とは別 として も、いずれ にせ よ

沢 山の書籍か らなる基本的 な蔵書 の一部 として、

よ り綿密 に考慮 されね ばな らない こ とで ある。

　 結 局 の と こ ろ 、 「 図 書 館 学

(Bibliothekswissenschaft)」 の研 究、特 に 「図

書館の教義(Bibliothekslehre)」 こそが 、第一

線の図書館員 にふ さわ しい課題で あるのは 自明

のこ とで ある。図書館学 は、図書館員が根本か

ら理解 しなけれ ばな らない本来 の専 門科学で あ

り、そ の進歩 を注意深 く追究せね ばな らない。

で きるこ とな ら自ら熱心 にかか わってい くべ き

で ある。 これ に対 して以前か ら考 え られていた

そ の 他 の 学 説 に は 、 「 準 備 学

(Vorbereitungswissenschaften)」 や 「補助学

(Hilfswissenschaften)」 と して有用 なものが

ある。今 日で は個 々の問題か ら、い わゆる全て

の学問 を一様 に扱 うこ とは、 も うほ とん ど不可

能で あるこ とは、勿論強調 されね ばな らない。

そ れ ゆ え に オ ス カ ー ・マ イ ヤ ー(Oskar

Meyer)7)が 既 に強 く主張 してい るよ うに、あ

る種の分業 を採 り入れ るこ とので きる、規模の

大 きな施設 に委ね るこ とになる。即 ち、 ある者

は広範囲 にわた る言語 の知識 を習得 してい るこ

とで不可欠 の存在で あ り、 また別 の者 は、古い

印刷術 の研 究につ いて担 当す ることができ、ま

た 別 の 者 は 、 い わ ゆ る 図 書 館 経 済 学

(Bibliothekonomie)と 好ん で呼ばれてい る分 野

を専門的に研 究 してい るとい う風 にであ る。

　一 見 した ところ重 要 とは思われ ない ことで、

それ どころか実際にはかな り大事 な こと、っま

り図書館員 の 「筆跡(Handschrift)」 の状態 の

ことであ るが、 この ことに気付 いて もら うまで

は、 この章を終え るわけにはいかない。 上手で

明瞭な筆跡 は、個 々の図書館員 に とって望ま し

い とい うよ り、必要 不可欠 の ことであ る。 そ し

て これ が備 わっていない人は、図書館員 として

職務 に就 く最初 の段 階で、その ことを些細 な こ

とと見な さないで、少 な くとも後 で補 って修得

して欲 しい。 とい うのは、図書館員 は、図書館

で 自分 自身 のためにで はな く、公 衆 の[利 用の]

ために書 いているのであ り、また今 日、明 日の

[利用の]た めにではな く、ず っ と先 の未来 の[利

用 の]た めに書いてい るので ある。しば しば混 乱

を惹 き起 こす原 因 とな る間違 いが発 生す る こと

がない よ うに、誰 もが書 かれ た ものを容易 に読

み取れ る状態 であ らねばな らない。

　　　　　　 　　　　　　 (訳 ・石 田俊郎)

訳注

1)エ ー ベ ル ト　 Ebert,　 Friedrich　 Adolf

(1791-1834)

ドイ ツの図書館学者 、ドレスデ ン王立図書館長。

本論 注1)参 照

2)フ ェ ル ス テ マ ン 　 Foerstemann,　 Ernst

Wilhelm(1822-1906)

ドイ ツの言語 学者(博 士)、 ドレスデン王立公 共

図書館長。 グ レーゼル が編集員 であ るハル トヴ

ィ ッヒ館長 の図書館 専門雑誌"ZfB"に 寄稿 して

いた。著書:Die　 deutschen　 Ortnamen,1863

(ドイツ地名 学)

3)ハ ル ト ヴ ィ ッ ヒ 　 Hartwig,　 Otto
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(1830-1903)

ドイ ツ の神 学 者 ・哲 学 者(博 士)、 ハ レ大 学 図書

館 長(1876-1898)。1884年 専 門 雑

誌"Zentralblatt　 fuer　Bibliothekswesen(図 書

館 中央 雑 誌:ZfB)"を 創 刊 。 同 大 学 図 書 館 の

グ レー ゼ ル を編 集 員 に加 えた 。

4)デ ・ウセDes　 Houssayes,　 Jean-Baptiste

Cotton(1727-1783)

フ ラ ン スの 神 学 者(博 士)、 ソル ボ ンヌ 社 団 ・司

書 監(conservateur)。 ノ ー デ(Gabriel　 Naude,

1600-1653)の 思 想 的後 継 者 とい われ て い る。

5)メ ッ ツォ フ ァ ンテ ィMezzofanti,　 Giuseppe

Caspar(1774-1849)

イ タ リアの 博 言 家 、 枢 機 卿 、 ボ ロー ニ ア大 学 ア

ラ ビア 語 教 授 。57力 国 語 を知 り、12力 国 語 を

話 した とい う。(岩 波 西 洋 人 名 辞 典)

6)モ ー ル ベ ッ ク 　 Molbech,　 Christian

(1783-1857)

デ ン マ ー ク の図 書 館 員 、 コペ ンハ ー ゲ ン王 立 図

書 館 司 書 長 、1829年 コ ペ ンハ ー ゲ ン大 学 文 学

史 教 授 。エ ー ベ ル トの 図 書 館 学 を支 持 ・推 奨 し、

そ の論 は 「エ ー ベ ル トニモ ール ベ ック組 織 法 」

と命 名 され て い る。

7)オ ス カ ー ・マ イ ヤ ー　 Meyer,　 Oskar

フ ェ ル ステ マ ン と同様 に"ZfB"へ の 寄 稿 者 。 グ

レー ゼ ル の 『ハ ン ドブ ック』 の と りわ け詳 細 な

文 献 紹 介 を評 価 して 、 す ぐれ た 「図 書 館 学 便 覧

(Compendium　 der　 Bibliothekslehre)」 だ と称

賛 して い る。

・訳 出 したテ キス トは、京都産業大学図書館 を

通 じて、ILLサ ー ビスによ り奈 良女子大学 図書

館 よ り借用 した もの によるこ とを付記 し、御礼

の辞 に代 えさせてい ただ きます。
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